
大阪市とその周辺農村における

輸出雑貨工業の地域的展開

一一明治期~大正期一一

はじ めに

山中 進

その意味では大阪の場合，上述した工業のいく

つかは都市の工業であると同時に，農村におけ

1877年(明治10)ころの東京・大阪には，外 る工業としても存在したといえる。これをきわ

国商品の激しい流入とともに，それらを模造生 めて大阪的といってしまえばそれまでだが，都

産する洋品雑貨工業がすでに生まれつつあった。 市と農村の工業を，あるいは工業を介した都市・

東京商法会議所が1879年(明治12)6月，大 農村関係を考える場合，この地域の工業のあり

蔵省関税局の輸入商品の園内流通状況に関する

諮問に対し，輸入品を模造し「営業タルヲ得

ノレ」商品として，各種釦釦，馬車並馬具，机並

椅子，木綿縞紳股引，足袋，麦酒，摺付木，洋

紙，靴類，石鹸，革細工物，傘，傘骨，帽子，

紙巻:悶草，襟飾，ステッキ，石盤，石筆，写真，

活字，煉瓦石，フランネルの23種をあけvている。

これらのいくつかは今日，都市の機能と密接

に結びつき，量的にも質的にも都市の構成要素

として，また工業構造のうえからも重要な地位

を占めており，都市工業の本質を考えるうえで

欠くことのできない存在となっている。しかし

これら工業は，発生的に東京と大阪とで、かなり

様相を異にしていた。板倉勝高氏らは，東京は

都市起源のものが大部分であるのに対し，大阪

方の検討は，きわめて輿味ある課題といえよう。

そこで，本稿ではこれまでの研究とのかかわ

りから，明治期から大正期にかけて大阪の代表

的な輸出雑貨工業であったブラシ，貝ボタン，

マッチをとりあげ，これら工業が大阪市とその

周辺農村でどう展開したかを検討し，大阪にお

ける工業地域形成の特徴の一端を把握したいと

考えた。

これまで近代大阪の工業については，工業の

構造やその産業的特質，それに経済史学の立場

からの発達史にかかわる論著が多く，いずれも

工業そのものに重きをおく内容である。地理学

からは工業構長ゃ分布論的な考察がおこなわれ

ているものの，概してまだ工業と地域とのかか

わりについて十分に言及されてきたとはいえな

では農村の農関余業に依存して発生L，それが い。

核となって発展をみせたものと，都心部の商業

的機能に付属して発生し，次第に外縁的な発展

をしつつ地域形成がおこなわれたものと 2通

りの発展過程をもつものが複合して存在してい

ることを指摘している。だが，筆者が以前に明

治・大正期の中河内農村における農家副業につ

いての検討をおこなったが，この限りではこの

いずれもが当初，農家余業として農村の労働力

と深くかかわったものであったと考えており，

I 農家副業の生成とその地域的特徴

1) 明治期の農家副業

大阪の雑貨工業の多くは，はじめに述べたよ

うにその成立において農関余業に依存していた

わけであり，それが具体的にどのような状況で

あったのか，まずこの点について述べることに

する。

「農事調査(大阪府之部).s(復刻版，第3・
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4分冊〕には， 1888年(明治21)ころの「飴業

ノ種類」と「館業ノ興廃」状況が，旧郡ごとに

記載され，主なものについては，それに従事す

る者の概数と男女別内訳も記されている。そこ

で旧郡すべてについてその内容をみれば，数こ

そ少ないが大阪市の雑貨工業と結びついた余業

が散見する。東成郡の碁石製造，眼鏡磨，豊島

郡のマッチ箱張，渋川郡の眼鏡製造などである。

マッチ箱張は， r婦女子農耕吹奏ノ齢暇及夜

間之ヲ営J(第3分間， 144頁〕んでおり，マッ

チ工業の勃興とともに，マッチ小箱にラベルを

貼る手仕事などが，周辺農村の婦女子の安価な

労働力を求めて進出している。眼鏡製造は，

「分業ノ法ヲ行ヒ玉ヲ製スルモノト縁金ヲ製ス

ルモノトニ区別ス前者ハ大阪ヨリ硝子ヲ買入レ

踏機械ハ砥石等ニテ磨キ後者モ亦大阪ヨリ銅篠

ヲ買ヒ来リ薬品ヲ以テ巧ニ鍍金ヲナシ之ヲ大阪

ニ売出J(第4分冊， 162頁〉し，ここではレン

ズと眼鏡縁製造がおこなわれており，男子ばか

り約 300人が従事していた。東成郡の眼鏡磨に

ついての説明は何もないが，これはレンズ磨き

のことであり男子28人，女子 135人が従事して

し、る。

東成郡の眼鏡レンズは1831年(天保2)に生

野村 f現大阪市生野区)で製造が始まったとい

われ，とくに田島地区に集中する。 1907年(明

治40)には産業組合法による組合も結成され，

このとき82名の眼鏡製造者を数えたが，大正期

には従業者の数も 350人に増加し顕著な発展を

2) 大正期の農家副業とその地域的特徴

この時期の農家副業の地域的な展開を把握す

るために図 1を作成した。この図は都市および

農村の工業と関連をもった農家副業の所在する

町村の分布を示したものである。図示した副業

は，当時20町村以上にわたって存在したものと，

旧郡内において 5町村以上にわたってみられた

ものをとりあげている。それは副業の性質によ

って比較的広範囲でおこなわれるものもあれば，

限られた地域に集中しているものもあり，こう

した副業の存在形態を考麗したからである。た

だし，本図とこれにかかわる内容はすでに公表

したものであるが，大阪周辺農村の変容を比較

論的に考察していくうえで，また本節と後の章

との関連を考えて，あえて再掲・再述したこと

をお断りしておく。

さてこれによると， レンガ・瓦製造のほかは

主として農村の織物業に関連したものと，大阪

市を中心に発達した雑貨工業と関連した副業と

が存在する。前者では賃稼ぎを主とした木綿織

が広くおこなわれているが，メリヤスは中河内

北部から北河内にかけて，またタオルは中河内

の北部農村と和泉の南部農村で多くみられる。

段通やこれと関連したゴロス糸捌き，糸継ぎな

どの賃仕事は堺市周辺の泉北農村から一部南河

内にわたっておこなわれている。しかし後者の

ブラシ毛植，貝ボタン，マッチ箱張などは，中

河内・南河内の農村を中心に卓越している。ブ

ラシ毛植は中河内から北河内の一部にかけて広

みてい2。碁石は宝暦年間 (1751~ 1764)に， くおこなわれていたし，只ボタンは南河内でも

小路村片江の百姓が大阪の碁石問屋(東区平野 旧志紀郡を中心とした地域にまとまって分布す

町)より技術を習得し，その賃仕事をおこなう る。マッチ箱張は中河内から南河内にかけての

ようになったのが始まりといわれている。これ 農村に認められる。

らに共通することは，いずれも原料・販路の面 こうしてみると，とくに中河内を中心とした

で大阪の問屋に従属し，また集団で、産地を形成 河内農村には，大阪の雑貨工業の発達と深くか

していることである。 かわる副業があり，大阪市域のみならず，河内

以上のように1888年ころの大阪周辺農村には， 農村においてもこうした工業の成立・発展があ

種類こそ少ないが雑貨工業と関連をもったいく ったことを示唆している。中河内には 1893年

つかの農家副業が存在していた。次にこれらを

含め，その後の農家副業の生成・発達について

大正期を中心に述べることにする。

(明治26)にマッチ工場の昌盛組(職工300人)

が竜華村に進出している。また同じ年に盛業合

資会社が意、岐部村荒本で，大阪上町付近の町工
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図1 大阪府における農家副業(工業関連〕の分布 (1915年〉

(資料〉 大阪府内務部(1915): 11農家副業成績品展覧会報告.!l65~83より作成。

場も八尾町においてブラシ毛植の技術指導をお

こなっている。この 2年後には，大阪市西区に

あった正垣貝釦製造所が，柏原・弓削両村に進

出しており， 1897年(明治30)に両工場を統合

して柏原村今町に移転し，繰生地・穴孔・台紙

付などの部門が副業として定着してい2。こう

したことから大阪市で発達した雑貨工業が，当

初農家余業に依存して周辺農村に進出する時期

は，明治20年代 (1888~1897)後半のことであ

っTこ。

工業進出の背景については，すでに論じたこ

とでもあり詳述を避けるが，綿{乍・綿業衰退後

の農村余剰労働力に指向したことは否めない。

とくに河内農村ではこの時期，滞留する農村労

働力が地域外へ流出しないですむ条件，つまり

都市の工業と関連した新たな副業の生成をみて
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いる。これを都市の側からいうならば，大阪市 れらは大正期に消滅したわけで、はなく，特定の

の工業が周辺農村の工業形成を徐々に方向づけ 地域に集団で産地を形成している。このことは

ていった状況を，こうした副業分布のうえから 表 1をみれば明らかであり，昭和初期に至って

うかがい知ることができる。なお， 図1には は眼鏡製造，金網，針金，洋傘柄などは「自家

1888年ころ大阪の商業機能と緊密な関係にあっ 企業ノ部」として扱われ，農家副業の域を脱し

た眼鏡や碁石製造などの副業はみられない。こ て大阪周辺農村における零細な工業として成立

表 1 大阪府における農家副業一覧 (1915年〉

l郡名| 農 家 高1 業(工業・労働の部類に属するもの〉

lfLL4…辛子五百五瓦一一三
東成 (A 撚糸タ オル袋張 下駄表製造 (D)

E一一島 (A)苧縄製造三ツ組麻苧 (B)瓦製造 (C)寒天製造 (D) メリヤス製造氏・畳

居72問一鹿蹴製粉業一割農産物 l

l豆Iil@Iぺ云五時三J担ι三C)亙車二一(D三i-2i-7瓦.由民 j
竹細工植木造庭 臼稼業 | 

!泉 北! (B)底堅通邑通竹箆瓦 (C)金盟 (D)三ヱ之三綿ネル白木綿織物製造 | 

l -造一紐一造一捌き木綿晒紅染手拭染履物表提

l灯側製造糊止針竹細工一一一時間工

植木職手伝職日稼業砂糖製造

泉 南 (A)之主主 (B)瓦・箪司製造 (D)ネノレ生地マッチ箱木地白木綿織物製造紋

|羽芭蕉糸組及糸繋ぎ塵紙製造木櫛製造煉瓦製造粘土運搬磨き砂石綿紡績職工

|運搬業山稼ぎ植木職

南河内 (A)歯刷子毛植マ什箱張 (B)段通竹廉竹寵妻揚子箕作り瓦製造洋傘柄!

I (C)豆「bZE亙造二三玉虫白木綿織物製造臨時製造王三 l
盛期紐製造苧民事ぎ問杉粉輸出向提灯張凍豆腐波璃玉切り金剛砂採取 l 

I 日稼業 | 

l中河内 (A)且王主盟三三三盟主ことヱと之撚糸之ヰ土薬種細末 (B)註金主金担

! と 雌胡粉下駄表藤細工親子瓦煉瓦製造 (C)担金盟 ω/1)-1'7-

ガーゼ カタン糸製造 ロープ・紡絃紙箱製造牛骨釦テニスラケット ゴム風船穆

!白木綿織物製造製綿沙織雲斉織襖地鼻緒酒搾袋縫い砂利運搬庭石採掘山

J稼ぎ日雇

北河内 I(A)旺盟主土羽樹脂製造 (B)竹寵瓦製造 (D)斗とグレープ

|木 綿製造織物製造糸繰業竹細工竹箸胞熔干草刈り竹響製茶農具製造山林

|作業茶摘金糸及扇子石材採掘日雇業砂防工事

(註) (1) 大阪府内務部:Il'府下農村に於ける副業的加工業の概況Jl(1929年〉において， (A)は「賃仕事J，

(B)は「自家企業ノ部J，CC)は (A)・(B)両者の形態があるものとしてとりあげられている

ものを示す。 (D)はその他。

(2) 下線を51¥，、た副業は，輸出に依存する割合の高い工業と関連したものO

(3) 前図資料より作成。
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している。次に周辺農村に影響を及ぼした大阪

府工業の動向と大阪市工業の性格について述べ

ることにする。

E 明治期の大阪府工業の動向と大阪市工業

の性格

1) 工場・職工数からみた大阪府工業の動向

大阪の工業が紡績業を中心とした近代工業へ

と大きく移行するのは， 1881年(明治14)から

1894年(明治27) ころである。これについて石

塚裕道氏は，大阪近郊での在来産業展開が，明

治10年代 (1878~1887) 以降の資本制生産発展

の条件を整備していった側面に注目されている

が，この時期はそれだけでなく，大阪市を中心

にして兼業織布業，機械器具，製紙，造船，精

銅，硫酸，硝酸，セメントなどの工業も出現し，

中小の工業では在来の工業に代わって医薬品，

メリヤス，ボタン，洋傘，ブラシ，石鹸，紙函，

製革，セルロイド，ガラスなどの発達や，顔料，

モスリン染色，ワイシャツ，帽子，洋傘骨，詰

部鉄器，士出荷，毛布， ビール製造など新たな工

業も成立している。そしてこれらの工業が逆に

周辺地域の工業のあり方に影響を及ぼしていっ

たことも見逃せない。当時p 紡績，綿織物p 段

通織，毛布，マッチ，煙草，製紙，ブラシなど

の業種は，とくに女子労働力を多用するため，

この聞に工業をめぐる労働事情の変化も急であ

ったまた雑貨工業に限ってみれば，マッチ，

ブラ、ン，メリヤス，ワイシャツ，帽子，硝子，

製糊，製函，紙製品，革製品などはこの30年代

に海外市場の著しい拡大で，急成長をとげた業

種としてあげることができる。

この時期，各種工業の発達は大阪市を中心に

すすんだことはいうまでもないが，それでは大

阪市とその周辺地域とでは具体的にどのような

展開をみたのか表2によって検討していこう。

大阪府全体では 1902年から 1904年にかけては

965工場から1，199工場へと，実に24.2%の高い

増加率を示しており，日露戦争としづ戦事的事

情が経済拡大の契機となって，急速に工業化を

押し進めたことを物語っている。また， 日露戦

争後の日本経済は単に重化学工業の政府の補

助・直営下における発展だけでなく，紡績業・製

糸業において資本集中が一層すすみ， 30年代に

工場制手工業形態を展開した伝統的諸産業にお

いてら小型発動機を導入して小規模工場制工

業を展開させていく〉ことから，こうした資本制

生産が急速に発展していく最中の大阪市と，そ

表 2 大阪府における工場・職工数の推移とその比率 C1897~1906)

I~~~.I 工 場 数 職 工 数 |男子職工比率
西暦年一 一 l 一一一一一 ~τττ一一一三一一十 l 一一一一一一一

!大阪市!竺!高明:比率 i 計 l 比率!万戸比本主器比~!~~fl竺竺府空嘩埜
Jj)'1 i Jj)'1 ___ %i I %i % I ..% J~ %! % 

i 一 -1 685 一|ーl ー|一-，55，650
1
100.0， 44. 6，一

295: 46. 31， 342 53. 71 6幻 100.026，75956. 2札 814143. 847，573， 100.0 46. 1! 50.5 40.5 

286(38.11465161.91751iloo-OJ28，69053.624，81846.453，508iloo-O 46.1152.838.3 

1900 r 3811 47.31 425: 52.引 806， 100.0 ;29.636 56.622，757 43.452，3931 100.0 49.21 56.5， 39.8 

1901 I 叫 55.91 3日44um1000136，m63山，23337.05刊 31100O 46915361353 

肌 4吋563( 叫434m100ol3WOJ581m441叫叫 1000464544351

1903 I 555 57.5; 4叫42司 %51100014U句62.424，9叫37.666，叫 100.0 46. 81 52.6' 37. 3 

1904 

1905 

) 1906 

(註〉

π81649:421135.1lI，199!100 0147，871166.923，743331171，614100049.9:546iω.3 

721|623;436i377;I，157iloo-op，743;63525，O96i365168J391100.0 必.4i56.3i37.4

818; 62.41 492) 37.6， 1，310 100.0 :46，490: 63.726，518， 36.3，73，0081 100.0 51. 4， 58.1) 39.7 

(1) ーは該当数値なし。

(2) 工場は職工10人以上。

(資料) /i'大阪府統計書JI(1907年)， p.185より作成。
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表 3 大阪市における工場・職工数・生産額 (1904年)
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これより大阪市では，全般的に男子職工依存

の工業構成へとすすんだ一方，その周辺地域は

依然として，女子労働力に基礎をおく工業に比

重のあったことを示している。

2) 大阪市工業の性格

大阪府工業の飛躍的な発展は，これまで述べ

てきたように1904年前後であった。それに主導

的な役割をはたし，周辺地域にも大きな影響を

及ぼしたと考えられる大阪市工業の内容を示し

たのが表3である。ただし，表作成に使用した

『大阪市統計書』は，このころはまだ業種ごと

に分類・整理されたものでなく，ここでの分類

はその後の比較・検討を考慮して，大正期の同

統計書の分類に従ったものである。

さて， IF大阪市統計書Jl(1905年)によると，

前年の1903年における大阪市の工業は工場総数

4，283を数えている。その内訳は，その他の雑

品工業が 947工場 (22.1%)でもっとも多く，

- 7 ー

(資料〕

の他の市・郡におけるそれぞれの工業数比率の

推移を追うことにした。

表3によると， 1900年までは大阪市以外の

市・郡の比率が大阪市のそれを上回っていたが，

1901年には逆転し， 1904年以降は大阪市での顕

著な工業集積を認めることができる。同様の傾

向を職工数についてみれば，大阪府全体では年

ごとの変動が大きいものの， 1903年以後の増加

が目立っている。また，男女比に注目すると，

1903年ころまで大きな変化はないが， 1904年に

は両者の割合がほぼ同じとなり， 1906年には男

子職工比率が51.4%となってはじめて女子を上

回る。大阪市についてこれをみれば，男子の職

工数は女子のそれを下回ることはなかったが，

やはり 1904年を契機に男子職工の割合が着実に

高まってきている。一方，大阪市以外のその他

の市・郡では，この10年間に大きな変化もなく，

女子職工の割合が6割前後を維持している。



これに次ぐのが雑工業の 830工場 (19.4%)で は東京における場合と同じように，大都市工業

あった。以下機械器具工業の779工場 (18.2%)， としての性格を有し存在したといえる。しかし

繊維及染色工業の686工場 06.0%λ 化学工業 ブラシはそれと同時に，大阪市の周辺農村にお

の561工場 (13.1%λ 飲食工業の480工場(11.2 いて，安価な農家婦女子の労働力と結びついて

%)の順である。 1904年には工場総数が5，099

とこの 1年聞に19.1%の増加を示すが，その多

くは工場数全体の26.6%を占める雑工業の増加

によるものであった。しかし生産額では繊維及

染色工業が圧倒的に多い。 1903年には総生産額

の48.4%を占め， 1904年には機械器具や雑工業，

飲食工業などが伸びたことで，前年より比率が

成立・発展していった側面をもった工業で、もあ

った。

E ブラシ・貝ボタン・マッチ製造業の地域

的展開

1) ブラシ製造業

大阪における近代的なブラシ製造業は， 1888 

低下したとはいえ39.59ti'の高率で，大阪市工業 年に松本重太郎が創設した盛業合資会社(北区

の中心をなしていたことに変わりはない。その 下福島〉にはじまる。この会社による木ブラ、ン，

なかでも紡績業の地位は高く，これだけで工業 歯ブラシ生産は，木・生地の製作・加工から植毛

総生産額の21.2%を占めている。また，機械器 まで，一貫した生産体制をとって，翌年にはす

具では金属精錬が，化学工業部門では肥料，マ

ッチ，ガラスなどの産額が多かった。著しく伸

ひ、た雑工業で、は製草，印刷，紙製品などに多く

の産額がみられる。

次に，職工について検討すると，男子職工の

うち機械器具が全体の33.9%を占め，次いで雑

工業が20.4%と多い。以下，繊維及染色19.2%，

化学15.5%，雑品6.0%，飲食5.0%の順となっ

でにアメリカへ製品見本を輪出するまでに技術

的な発達をみている。また，内地向けのブラシ

も，上町付近の町工場を中心に生産されていた

京，こうした町工場も次第に輸出向げ生産を指

向している。そして，輸出の盛況によって量産

されるブラシに，毛植が追いつかなくなり，結

局， 1893年に毛植部門が，前に述べたように中

河内農村へ進出していく。

ている。前述した大阪市における男子職工の著 ところで，ブラシは一般に大規模工場におけ

しい伸びは，機械器具や雑工業の顕著な発達に る一貫大量生産では，変動の激しい海外の需要

よるものと解される。他方，女子職工では全体 に適切に対応することが困難な場合が多く，そ

の61.6%が繊維及染色業に従事しており，その のため大規模量産化を指向した企業の多くは明

なかでも紡績，織物などに多く，これに次ぐの 治末期に姿を消している。会社の解散や倒産で

が化学の15.8%でその大部分がマッチ製造業で 放出された多くの工場労働者(職工〉は，その

占められている。このほか煙草も女子労働力を 後ブラシ業界で親方と称せられる小資本家に従

多用する業種であった。 属し，原料の支給を受けつつ分業的にブラシの

ところで，輸出雑貨としてこの時期多くの女 加工を営むようになった。 1902年ころには独立

子労働力に依存し発達したといわれる，ブラシ した加工業者が集合した共同工場も出現したが，

製造業の場合はとやうで、あったのだろうか。ブラ これは親方と分業的生産者である職人とを詰び

シはこのころ統計のうえでは雑工業の刷毛に含 つける必要から生まれた性格のものであった。

まれていたと考えられるが，刷毛の製造に従事 このころ， r親方は牛骨を柄とする歯刷子製

する女子職工の割合は38.4%である。この比率 造の径路に於て甚だ複雑な交渉を持たなければ

は雑工業のなかにあっては，表3に示していな ならない。彼は一本の歯刷子を製造する為にも

いが洋傘帽子に次ぐもので，それほど高いと 共同工場に於て柄摺，平穴，立穴，再柄摺，首

はいえない。大阪市ではこうした工業も男子職 摺，馬布と其各々について専業の職人と交渉を

工に依存する割合がきわめて高く，その意味で 持たなければならない外，挽買業者，割り屋，
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骨晒業者，精毛業者，植毛業者，加工屋，等に

ついてもまたこれを要す可きで」あり，こうし

た生産体系のなかで，ブラシの製造がなされて

いた。 1907年(明治40) ころには牛骨や獣毛の

輸入，原料の木・生地生産，挽売などにも専業

者があらわれ，分業化がさらにすすみ，その結

果このころの輸出ブラシの多くは，中小零細な

町工場や共同工場の職人の生産によるものが主

流を占めるようになったのである。

ところで，明治末期の大阪ブラシ業界には新

たな変化がおこっている。それはセルロイド柄

歯ブラシの出現である。これはこれまでのブラ

シ製造工程のなかで，もっとも困難とされ，多

くの労力を要した毛植部門の機械化をいち早く

実現しており，この点で従来の骨柄歯ブラシと

は大きく異なっていた。そこでp こうした新た

な動向をも含めて，ブラシ製造業が地域的にど

のような展開をみたのか，図 2と3をもとに考

察してみた。

この図の作成には，大阪府第3部の『大阪府

下曾社組合工場一覧Jl(1906年〉と，大阪府内

務部の『大阪府下商工業者一覧Jl(1920年〉を

使用した。 1920年の資料は，従業者3人以上の

工場が対象となっているが， 1906年の資料には

とくに規定はなく，内容からほとんどの工場が

採録されていると思われる。ただ，この資料に

は明らかに誤りと考えられる記載もあって，こ

の点については十分留意した。またブラシには

骨柄歯ブラシP セルロイド柄歯ブラシ，竹柄歯

ブラシなどのほか，頭髪・服・爪ブラシや化粧

ブラ、ン，工業用ブラシなど，種類もきわめて多

いが，ここでは歯ブラシを中心に検討していく

ことにする。

1906年の大阪府におけるブラシの工場数は39

であったが，歯ブラシはこのうち19工場を数え

ている。このほかに精毛工場がし毛植が6工

場であった。図2によると， 19工場のうち， 10 

工場が東区にあり，このうちの 6工場が東平野

町に集中する。大阪市内にはこのほか南区に 2，

西区に 1工場が分布する。隣接の西成郡にも 3

工場があり，このうちの 2工場は，鷺州村の関
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大阪府におけるブラシ工場の分布

(1906年 9月〉

2.c'~.;:1 
1 

(資料〕 大阪府第 3部[j'大阪府下会社組合工場一

覧dI(1906年)より作成。

西刷子工場 (1902年創業，職工数416人〕と豊

崎村のゼ・ローヤル刷子合資会社 (1902年創業，

職工数470人〉で，規模の大きな工場であった。

また，中河内郡英国村や三島郡茨木町にも工場

が認められる。

この当時，大阪市の工場は全体的に1892年前

の創業になるものが多く，職工規模も30人以下

の工場が多いなかで，北区下福島の帝国ブラシ

(前盛業合資会社，職工数552人)は大規模な

ものであった。しかし大阪市内には，毛植工場

がなく 6工場は北河内に 3，中河内に 2，南

河内に 1と，すべて河内農村に立地していた。

中河内の 2工場は，八尾町に進出した帝国ブラ

-9-



、ー‘
l

f

-

L

F

 

f

『、J
'

h

/

}

l

d

L

J

¥

/

，

a

'

J

@

ル

ョ

/

¥
ド
川
、
，

d
同州
.Uq、L

・

・

J

F

へ

-

・

戸

'

助

一

-

e

i

s

-

-

L

P

町

、

・

ω
h
E

・・・

/

/

t

t

〈

ノ

、

ト

伺

い

.

，

d
q
a司
@

@

・

川

町

J

J

J

¥

/

k

J

j

~

へ

l

，

.

.

 

M

¥

j

 

、

r

、，4
J

f

e

〉

「

¥

J

に

f

J

F

F

〆

yu鶴
橋

J
'
ど

¥

令

し

h

i

r

'

、、国」・
-
R

・，
dγ

つ

'

、

、

d

¥

〕

f

u

γ

以
よ
司
V氏
、

〈

¥

r

:

j

f

ヘ
1

J

L

/

r

f

t

y

A

@

い司
U

一
円

J

ザ

r
r
r
j
F
V
μ
F
b
q
p干
し

¥

[

/

、

f

L

i

?

匂

'

・

ノ

J

~

r

r

、v

、l

，f
、

i
-
A
3

，T』
〈

¥

f

I

h

-

I

M

-

-

f

l

w

q

J

 

/
 

芳、置、
J

』

1

J

?

、

、

匂

〈，一
J

r

、
fd、巴e
l

-

-

i

j

』

/

v
 

r
 

、

L

a

f

「

J

凡例i主前llJ:こ同し

::::Okm 
j 

大阪府におけるブラシ工場の分布

(1919年12月〉

〔註) 職工 3人以上。

〔資料) 大阪府内務部:11大阪府下商工業者一覧』

(1920年〕より作成。

シを生産する地域であったと考えられる。この

ブラシは，従来の骨柄と比べて， r製造方法の

簡易と機械工業的生産方法は，正に従来の繁雑

なる刷子工業に代る可きもの」であった。それ

だけに，これまで大阪市内において複雑な生産

組織をつくりあげ，そのもとで成り立っていた

骨柄よりは，セルロイド柄の地域的な生産体系

は比較的自由であったといえよう。そのため，都

市内部に生産の場をおく必然性はそれ程強くな

かったといえる。例えば，セルロイド柄歯ブラ

シは，型締によって柄を形成するので，ブラシ

柄をつくりあげるこれまでの工程は必要でなく，

シ八尾工場 (1895年創業，職工数100人〉とゼ・

ローヤル刷子合資会社八尾分工場 (1903年創業，

職工数161人〉で，この両工場の職工261人のう

ち260人が女子であった。毛植が安価な農村婦

女子を使用することで成り立っていたことをよ

くあらわしている。

当時のブラシ生産は，先に述べたように北区

や西成郡における大規模工場での生産と，東区

に集中する町工場における生産，それらの毛植

をうけもつ河内農村というように，地域的に特

徴をもった生産がなされていた。

ブラシ工場も1919年には大幅に増加し，その

数は225工場であった。このうち歯ブラシが136

工場，その他のブラシ工場が48，このほかに精

毛・整理などの工場が21，木・生地の製造が5

工場で，毛植工場も12に増えている。図3に示

したように，歯ブラシの 136工場のうち，全体

の47.1%に当たる64工場が大阪市にあり，この

うち東区には34工場，南区に22工場が集中して

いる。また，注目すべきは東成郡の鶴橋町に15

工場，中河内郡の三野郷村や八尾町などにもブ

ラシ工場が分布することである。つまり，大阪

市の東・南両区にブラシ生産が集中していくな

かで，鶴橋や周辺の河内農村においても，新た

なブラシ生産地域の形成がすすみつつあったこ

とを示している。このことは，明治期には大阪

市以外にみられなかった精毛の整理や木・生地

の工場が出現していることからもうかがわれる。

また，毛植工場も12に増加している。

工場の規模について述べれば，ブラシ全体で

は， 225工場のうち，職工5人以下の工場が

109を数える。 これは工場総数の48.4%に当た

り，職工30人以下の工場までとれば，その数は

208となって全体の92.4%を占め，中小零細な

工場における生産が主体をなしている。

ところで，この資料では，工場が骨柄・セル

ロイド柄など，どの種類の歯ブラシを生産して

いたのか，はっきりとした記載はない。そのた

め詳細な検討はできなかったが，新たにブラシ

生産地域の形成をみたところは，主として明治

末期から大正期に発展したセルロイド柄歯ブラ

図 3

- 10ー
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また，機械植のため，毛根を止めるための糸が

通る立(縦〉穴や栓詰，頭摺などの加工部門も

いらなし、。柄の材料もセルロイドのため，形質

も同じで，入手も容易であった。ただ，セルロ

イド柄であっても，生地や毛植などの部門では，

骨柄のそれを兼ねることもあり，その逆の場合

もあって，両者のかかわりは全く無縁というこ

とで、はなかった。さらに，毛植の機械化は，こ

の部門が専業化していくことを比較的容易にす

るものであった。機械を所有することで，毛植

屋と称される毛植専業者となり，小規模な加工

場でそれに従事するほか，はじめのころは，農

家にも機械を貸与し，賃加工をさせている。セ

ルロイド柄の毛植業者にとっても，安価な労働

力の存在する周辺農村は，やはり有利な場所で

あり，毛植工場においては農家婦女子の賃稼ぎ

が広くおこなわれていた。都市の内部だけでな

く，その周辺の農村にもこうした毛植屋が出現

したことは，ブラシ製造地域の形成を促すもの 200 

100 

九

図4 歯ブラ、ン生産の推移 (1905年-1920年〉

(資料〕 大阪市社会部:rr尉子製造従事者の労働

と生活Jl(1925年)より作成。

一
九

C
五

JL 

」
」

九

五

九フ工
一
九

C
九

一九
(
J

亡

影響をうけ， 1916年から輸出が著しく伸び，急

激な生産の拡大をみている。 1918年には全国の

ブラシ生産額に対する輸出の割合は98.6%にま

でなっている。このときの主な輸出先は，アメ

リカ (47.6%λ イギリス (27.0%λ オースト

ラリア (6.5%)で，そのほとんどが大阪のブ

ラシによって占められていた。

今日の大阪の工業について，多分に農村的・

商業的・部品的で輸出が多く，量産体制をめざ

しているといわれる状況は、ブラシの場合，す

でにこのころから認めら;hる。

2) 貝ボタン製造業

貝ボタンは大阪市内において， 1883年(明治

16)ころまで真珠貝や内地ドブ只を原料に製造

され， 1892年(明治25)にはすでに輸出するま

-11ー

であった。

このように，ブラシは都市の工業であると同

時に，もっとも重要な毛植部門を中心にして，

都市周辺における工業として展開してきた側面

をもっており，その過程を考えれば，両地域を

結びつけるうえで，骨柄歯ブラシにあっては，

都市および農村に毛植仲介業者，あるいは植毛

請負業者がこの部門に介在したことは無視でき

ない。これは， r毛植注文主より委託されし加

工材料は先づ彼等の手により内職者に頒たれ，

其慮にて加工されたものは再びこの仲介業者の

許に集められ，努銀の協定，並に受授等は仲介

業者が注文者を代表してその衝に首るのである

から家察副業者の側よりは恰も問屋の如く思は

れて居る」存在であった。同様にセルロイド柄

歯ブラシにあっては，周辺農村における毛植屋

の出現の意義は大きい。

ブラシ工業の地域的な展開はp これまで述べ

てきたように，輸出の拡大に対応した量産体制

を指向するなかから生まれてきたものであった。

図4に示すように，わが国の歯ブラシ生産は，

1908年に増加をみ，その後は第一次世界大戦の



ころわからないが， 1926年当時でも， 9，026，095 

グロスの生産量のうち，輸出向数量は79.6%を

占めていた。輸出先は， 1922年まで主にアメリ

カであったが，この年に同国が関税を引き上げ

たことから，イギリスへの輸出が増加してい2。

貝ボタン・その他のボタン工場の創業時期は，

294工場のうち203が1913年以降でもっとも多く，

44工場が1908~1912年の聞に創業している。つ

まり約8割に当たる工場が1908年以降の創業で、

あり，この時期に工業形成が急速にすすんだこ

とがわかる。『大阪府統計書j](1907年〉によれ

ば， 1906年の大阪府における貝ボタンの生産量

は，大阪市の 629，386グロスに次いで、，堺市が

39， 794グロスを産し，南河内の18，280グロスを

上回っている。堺市や泉北農村の貝ボタンは，

主にドブ貝を原料とした内地向ボタンの生産に

でになっている。また， 1895年には裏穴ボタン

の製造が，白蝶只を使うことで始まり，製品の

形成・加工の面においても技術的な発達がみら

れた。だがこのときは，漂白法が完成されてお

らず，半製品のまま輸出していた。それも1904

年に化学的漂白法が，高瀬只ボタンについて考

案されたことから，輸出も完成品に変わり，高

瀬貝ボタンの生産が急速に発展しTJ。このこと

は図5・6からも明らかである。

1906年には，まだ大阪市内に 9工場，南河内

に5工場しか存在しなかった工場も， 1919年に

は貝ボタンが 235工場，それ以外の各種ボタン

を生産する工場が41に増加している。これは先

のブラシと同様に，第一次位界大戦の勃発によ

る海外需要の増加が影響したものである。この

時点での具体的な生産状況については，今のと
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大阪府における貝ボタン工場の分布

(1919年12月〉

(註〉 図3資料より作成。
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大阪府における貝ボタン工場の分布

(1906年9月〉

(註〉 図2資料より作成。

図5



重きをおくものであったと思われる。そしてこ 工場生産から，分業化がすすみ，上述した部門

の地域のボタン生産の 1つの変化は，大正期か を中心に農村労働力との結びつきがみられた。

ら昭和初期には，中国からドブ貝の繰生地が輪 流通・販売では，大阪市内のボタン卸商や神戸

入されるようになったことで，同地域の繰生地 の輸出商に依存しているものの，地域の生産体

業者の数を減じていったことである。 系は都市における場合と大差なかったと考える。

次に貝ボタンに限ってみると， 1919年には大 なお，只ボタンには繰生地仲買商が存在した。

阪市内に 111工場 (43.9%)が分布し，南河内 1916年ころに生まれ昭和初期ごろで10余戸ほど

には69工場 (27.3克)，中河内にも29工場(11・5 あぶ，天王寺付近に多く居住していたといわれ

%)が存在した。まに，上述したように和泉の るが、ここは関西本線によって，南河内や中河

農村にも工場が分布するが，生産の中心は大阪

市にあり，その周辺農村では荷・中河内に集中

している。これらの工場規模は，職工5人以下

が約5割で，これが10人以下の規模となれば全

体の 8割以土を占めることになる。

内との結びつきの強いところであり，貝ボタン

製造業の集中する地区でもあった。そして，製

造業者の多くは生地の供給をこの仲買商に依存

しており，この意味で都市の工業だけでなく，

農村における工業においても，こうした仲買商

ところで，貝ボタンはどのような生産体系の の役割は大きかったと考える。

もとで生産がおこなわれていたので、あろうか。 3) マッチ製造業(明治期〕

これを高瀬貝ボタンについて検討してみた。こ わが国のマッチ製造業は，原料・労賃の高騰

の生産形態は、 (1)台紙付を除く全工程を同ーの や中国におけるマッチ工業の隆盛などで，明治

経営にておこなうもの， (2)繰生地を購入して， 末期ころに次第に凋落するとはいえ， 日清戦争

摺・挽・穿孔・仕上・撰別を同ーの経営にてお 後の鉄道・銀行・紡績と同様，産業展開のうえ

こなうもの， (3)自己の職場内にては仕上・撰別 では，その一時期を画するものであっ記。大阪

のみをおこなうものとがあり， (2)のなかには穿

孔のみは専業者に委託するものもあるが，一般

に(2)と(3)の形態をとる業者が多いといわれる。

全体的な生産体系は分業化し，繰生地仲買商，

繰生地業者，黒屋，塩取屋，摺屋，賃挽屋，穿

孔屋，彫刻屋，染色屋，台紙付屋などと称され

る業者が存在した。

これらが地域的にどう存在していたのか，河

内の農村についてみると，繰生地業者は，天王

寺に次いで南・中河内に多かった。この業者は

繰生地仲買商や製造者に繰生地を供給し，白己

の工場のほかにも下職を 3~4 戸もち，下職は

農家の副業であった。また，南河内の柏原には

賃挽屋や裏穴ボタンの穿孔屋も多く，毎日ボタ

ン製造者を訪ね，挽場の終ったボタンを集めて

穿孔するか，農家婦女子の副業にまわされてい

た。台紙付も専業者はいたが，これも同様に副

業としておこなわれていた。

こうしてみると，大阪市内からの工場進出を

契機に生まれた河内農村‘の只ボタンは，当初の

では1875年(明治 8)ころにおこり，はじめは

中国商人の資本支配のもとで，手工的に生産さ

れていた。そして， 1897年ころから手工業の域

を脱し，近代工業としての発援をとげている。

技術的には軸木排列機の発明もあって， 1907年
37)， 38) 

前後にもっとも隆昌をみている。ここにいたる

まで，低賃金のもとに多くの労働力を使役し，

低価格のマッチを量産しながら，中国その他の

輸出先で先進資本主義国と対抗しつつ輸出拡大

を図ってきた。

大阪府には1906年当時， 67のマッチ工場があ

り，このほかにマッチ箱木地が5工場，ラベル

工場が2工場，軸木を生産する工場が 1工場あ

った。地域的には，大阪市に34工場が集中し，

次いで西成郡に12，中河内に 9，東成郡に5工

場，そのほか堺市や南河内・泉南郡などにも分

布した(表 4)。全体的には， 1893~1897の 5 年

間と1903年以後の 2時期に創業したものが多く，

工場規模も職工 101人以上の工場が約半数を占

め， 61~100人規模が約 3 割であった。

- 13一
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『大阪府統計書jJ(1908年)によれば， 1907年 なっていた。例えば公益社(南区，職工数566

の大阪府におけるマッチの生産は， 87，775，200 人〉は、本田分工場(東区，職工数155人)，今

ダースで，その72.2%が輸出用の黄燐マッチで， 宮分工場(南区，職工数510人)，天王寺分工場

安全マッチは27.2%と少なかった。硫黄マッチ (南区，職工数293人)，難波分工場(南区，職

はごく僅かであった。こうしたマッチの生産は， 工数342人〉など大阪市内を中心に配置してい

昌盛組，大阪燐寸製造所，公益社，盛隆館など， る。また，盛隆館(南区，職工数175人〉は中

規模の大きな製造所では工場を分散させておこ 河内郡の加美村に第2分工場(職工数 133人〉
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を，同郡久宝寺村に第3分工場(職工数175人)

を創設している(図7)。
おわりに

マッチは近代的な大規模紡績業のように，寄 今日の大阪工業は，ブラシ製造業のところで

宿舎を設け，地方農村からも労働力を集め，大 述べたように，東京と比べ多分に農村的・商業

規模大量生産の有利性を求めて 1ヵ所に集中す 的・部品的で，輸出が多く量産を指向している

るような経営形態ではなく，柚木配列機による といわれる。こうした特徴はブラシ・貝ボタ

部分的動力化は生じていても，集合作業所の有 ン・マッチなど代表的な輸出雑貨工業の地域的

想性は機械体系の生み出すほどの生産性ではな な展開を通してみた場合，大阪市の周辺農村で

い。労働力構成を低廉な主婦や幼年労働力にお も明治20年代後半には芽生え，明治末期から大

いている以上，こうした労働力の存在する都市

内部やその周辺農村に進出することが有利とな

ってくる。こうした点ではこの工業ふ都市周

辺における工業としての性格をもっていたとい

えようが，最初に述べた理由によって，今日の

大阪周辺農村の工業を性格づけるまでには至ら

なかった。
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図7 マッチ製造業の主要工場・分工場の分布

(1906年9月〉

〔註〉 図 2資料より作成。

正期にかけて一層明確になってきたといえる。

しかしそれぞれの工業のあり方は同じではなか

、

っ?こ。

マッチの後退は明治末期に訪れたが，ブラシ

はもっとも重要な加工部門の毛植を中心に，次

第に周辺農村においても工業地域形成をおしす

すめた。とくに明治末期に出現したセルロイド

柄歯ブラシは，従来の骨柄にみられたような地

域的生産体系からは比較的自由であり，また，

農村にも専業の毛植屋を生んで都市周辺農村に

おける工業としても発達した。貝ボタンは大阪

市からの工場進出が契機であったが，その後技

術的な分散が生じ，それぞれの加工部門が安価

な農村労働力と結びついている。周辺農村にお

ける生産体系は，都市のものと量的・質的な差

異はあったとしても，地域的な存在形態は大差

なかったと考える。

大阪市内において，明治の早い時期に生成し

たこれらの工業は，その後市街地を中心に都市

の工業として発達した。これがその周辺農村，

とりわけ河内農村において存立しえた条件の 1

つにマッチ工業の場合も含めて，綿作・綿業衰

退後の安価な農村労働力の存在があった。また，

ブラシ・貝ボタンの生産体系でみた毛植仲介業

者や繰生地仲買商など，きわめて商人的業者の

介在は，工業を介した都市と農村の関係を考え

る場合には無視できない。これを大阪的なー側

面とみればみれなくもなかろう。以上からここ

で述べたブラシ・貝ボタン・マッチなどは，当

時都市の工業であると同時に都市周辺の農村に

おける工業であったともいえよう。

(熊本大学教養部〉

」

J
f
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The Formation of the Industrial Area in Osaka City and in the Adjacent Rural 

Areas， with the Development of the Export-oriented Small司scaleIndustries during 1887-1926 

Susumu YAMANAKA 

The author's intention is to study the formation process of industrial areas in Osaka 

City and the areas surrounding it， subs巴quentto the industrial revolution of Japan， with 

special regard to the development of smal1-scale industries. 

The industrial revolution is considered to have taken place about twenty y回目 after

the Meiji Restoration (1868) in big cities such as Tokyo， Osaka and Nagoya， where modern 

industries were established and showed a remarkable development. As a consequence， the 

areas surrounding these cities experienced rapid and remarkable changes in many aspects. 

Osaka City and its environments constituted a typical example of areas undergoing an 

evolution of this kind. This paper points out a specific example from the situation in 

Osaka in which modern industries such as the production of brushes， shell buttons and 

matches were moved out of Osaka city. This was done in order to absorb surplus labour 

forces in the Kawachi rural area resulting from the decline of the cotton cultivation and 

cotton industries， which had lasted from the late Tokugawa period into the 1890's. 

The brush， shell button and match industries initially developed in Osaka city in 

the late 1880's. From 1907 to 1926， they showed remarkable develoment by reason of the 

increase in the export trade not only in Osaka city but in the surrounding areas of the 

city， especially the Kawachi rural area， which lies in the eastern suburb of Osaka city. 

Thus， the reasons for the development of urban industries in rural areas in the vicinity of 

Osaka city may be summed up as follows : 

1 ) The dedine of the cotton cuItivation and cotton industries resulting in a large 

amount of cheap labour in the Kawachi rural ar田・

II) The existence of a number of wholesalers or middlemen， who collected miscel1-

組曲usproducts and supplied raw materials. W orking both in and out of the city. th巴Y

served to connect the urban industries to the brush and shell button industries in rural 

areas. 

In this way， unlike th巴 Tokyometropolitan area， where small-scale industries were 

distributed in the built-up areas， forming an essential part of the industries in this big 

city， the small-scale industries producing miscellaneous goods in Osaka were marked by 

their widespread expansion into the surrounding rural areas. 
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